
今シーズンのインフルエンザ総合対策について 

１１月４日（火） 

ニュースでも全国的にインフルエンザが大流行している報道がされています。この期間に、既に罹患

している人はしっかり静養して、熱はないけど体調がすぐれないという人はしっかり体を休めてくださ

い。学校では、うがい・手洗い・消毒・マスク着用等の基本的な感染症等防止対策を徹底します。各ご

家庭でもご協力いただきますようによろしくお願いいたします。今シーズンのインフルエンザの流行に

備え、「今シーズンのインフルエンザ総合対策」を取りまとめ、国や地方自治体がインフルエンザ対策

に取り組むとともに、広く国民の皆様にインフルエンザに関する情報を提供し、適切な対応を呼びかけ

ることといたしました。現在国内で流行している季節性インフルエンザのウイルスは、A（H1N1）亜

型、A（H3N2）亜型と B 型（ビクトリア系統）です。流行しやすい年齢層は、ウイルスの型によって

多少異なりますが、今年も、全ての年齢の方がインフルエンザに注意する必要があります。国民の皆様

におかれましては、以下を参考にして、家庭や職場などにおいて、適切に対応していただくようお願い

いたします。 

基本的な感染対策について 

インフルエンザをはじめとする感染症の予防には、「手洗い」「マスクの着用を含む咳（せき）エチ

ケット」などが有効です。特に、高齢者や基礎疾患のある方が感染すると、重症化するリスクが高まり

ます。高齢者と会ったり、通院や大人数で集まったりするときは、マスクの着用を含めた感染症対策へ

のご協力をお願いします。 

＜マスクの着用が効果的な場面＞高齢者など重症化リスクの高い方への感染を防ぐため、医療機関を

受診する時や、高齢者など重症化リスクの高い方が多く入院・生活する医療機関や高齢者施設などへ訪

問する時等は、マスクの着用を推奨します。そのほか、インフルエンザの流行期に重症化リスクの高い

方が混雑した場所に行く時については、感染から自身を守るための対策としてマスクの着用が効果的で

す。 

＜医療機関や高齢者施設などの対応＞高齢者など重症化リスクの高い方が多く入院・生活する医療機

関や高齢者施設などの従事者の方は、勤務中のマスクの着用を推奨しています。  

[留意事項] 子どものマスクの着用については、すこやかな発育・発達の妨げとならないよう配慮す

ることが重要です。なお、感染が大きく拡大している場合には、一時的に場面に応じた適切なマスクの

着用を広く呼びかけるなど、より強い感染対策を求めることがあり得ます。ただし、そのような場合に



おいても、子どものマスク着用については、健康面などへの影響も懸念されており、引き続き、保護者

や周りの大人が個々の子どもの体調に十分注意をお願いします。マスクの着用は個人の判断に委ねられ

るものではありますが、事業者が感染対策上又は事業上の理由等により、利用者又は従業員にマスクの

着用を求めることは許容されます。ただし、障害特性等により、マスク等の着用が困難な場合には、個

別の事情に鑑み、差別等が生じないよう十分配慮をお願いします。 

＜症状がある場合＞咳や痰などの症状がある場合は、他の人への感染を防ぐため、「マスクの着用を

含む咳エチケット」を心がけることが重要です。咳・くしゃみが出る時は、他の人にうつさないために

マスクを着用しましょう。マスクを持っていない場合は、ティッシュや腕の内側などで口と鼻を押さ

え、他の人から顔をそむけて 1ｍ以上離れましょう。鼻水・痰などを含んだティッシュはすぐにゴミ箱

に捨て、手のひらで咳やくしゃみを受け止めた時はすぐに手を洗いましょう。咳をしている人にマスク

の着用をお願いしましょう。 

※ 咳エチケット用のマスクは、薬局やコンビニエンスストア等で市販されている不織布（ふしょく

ふ）製マスクの使用が推奨されます。 

※ マスクの装着は説明書をよく読んで、正しく着用しましょう。 

※ 咳エチケットを心がけることは、周囲にウイルスをまき散らさない効果があるだけでなく、周り

の人を不快にさせないためのマナーにもなります。 


